
令和５年冬 酪農対策パッケージ

脱脂粉乳在庫対策の継続・強化など、引き続き、酪農家の皆様をお支えします！

需給の安定
○ヨーグルト等の原料である

脱脂粉乳の需要低迷に対し、
子牛のミルク向けへの販売など

全国協調事業への支援を継続・強化

○需要の見込まれるチーズの生産拡大を強化

生乳の
さまざまな
需要の確保を
後押しします！ H
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脱脂粉乳在庫の推移

在庫低減
対策により
在庫が抑制
されている

チーズ仕向けを増やす指定団体等に対して、補給金に上乗せして26円/㎏を交付。

増産する乳業メーカーにも更に支援。

○LL牛乳の輸出拡大に向けたプロモーション

など、各産地の取組を促進。
令和５年秋には、オールジャパンの組織

（日本畜産物輸出協会）も設立・認定。

○加工原料乳生産者補給金等は、関連対策と合わせて、

単価は、実質33銭増

令和５年度 11.34円/kg → 令和６年度 11.67円/kg
数量は、JAグループ北海道の次期生産計画も踏まえて、実質１％増

令和５年度 340万トン → 令和６年度 343万トン（＋１％増）
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LL牛乳の
輸出量は、
５年間で
約２倍に
増加



改正畜安法
の課題

○例えば、翌年度の出荷予定数量に大きな変更がある場合については、

申出期限を設定するなど、規律の強化に着手。
更に、政府とともに需給調整の在り方の議論を深める。

⇒申出期限など実施可能な内容は令和５年度中に実施。

更に可能な改善点はその都度実施。

効果的な
需給調整に向け
議論を進めます！

物流の
2024年問題

○指定団体による、集送乳経費の上昇を抑えるための合理化の取組を促進

・集送乳調整金の関連対策として奨励金を７銭/kg上乗せ
・バルククーラーの大型化には、

畜産クラスター事業やALIC事業が活用可能
集送乳の

合理化の取組を
応援します！

経営の安定
○長命連産性能力の高い種雄牛由来の精液等を利用する取組に奨励金を交付

○耕畜連携や飼料生産の外部化により、国産飼料の生産・利用を推進

酪農経営の
コスト低減を
支援します！

種付け１回当たり ※１頭当たり最大３回まで

能力の高い種雄牛由来：6,000円
（特に能力の高い種雄牛由来：9,000円）

飼料生産組織が作業規模を拡大した面積分に対して支援

・１年目：12,000円/10ａ
・２年目： 5,000円/10ａ（新規）
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